







その他のタイトル <“The Eye of the Dragon” : Resources and














































































































病死の物語は、あそこぬきには語れない。   





































































































第1革 片茂永：宗教と絵画のための序論一  
連牽神人出生神話のグロカリゼ岬ション   
第2革 具美来：八相図を過してみた釈迦牟  
尼出生の民俗学的考察   
第3牽 金承鼎：霊魂の視線一博物館で見つ  
けた朝鮮時代の仏教絵画   
第4車 金憲宣：甘露憤の構造と時代的意味  
一高霊山普光寺甘露幌を中心に   
第5車 金栄辣：韓国カトリック美術の展開  
様相に村する民俗学的接近   
第6牽 宰相揆：韓国プロテスタントと絵画   
第7車 金美栄：儒教倫理の教化番、『三綱  
行実園』   
第8牽 金時徳：儒教式祭祀実践のための感  
慕如在図   
第9章 金在浩：朝鮮後期民画の生態学的背  
景と鳥虎絵の宗教呪術性  
第10車 梁鐘承：ソウル梨泰院府君堂の巫神図  
第11章 金萬泰：鬼神、そして符籍の呪術性と  
象徴性  



























































































































































































































でなく琉球各地の風水を検分している。   
同番では、風水の道理を説きながら山々  

















八重山の疲弊振りがうかがわれる。   
本番は八亀山の風水についての記録であ  
るばかりでなく、当時の八重山の疲弊の記  
録にもなっている。  （古谷野洋子）  
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